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青果 取扱数量（ 暦年）
（ 本場+東部市場）
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青果 取扱金額（ 暦年）
（ 本場+東部市場）
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全国－神戸市の比較（青果）

　※神戸の数値は、神戸本場・東部市場の取り扱い合計

　※令和７年度の神戸の数値は速報値

　※２つの表とも、全国の数値は、全国の中央卸売市場の取り扱い合計であり、
　　令和６年度以降の数値は、データが発表されていないため未掲載

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

110%

120%

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30H31・

R1

R2 R3 R4 R5 R6 R7

割
合

（
2
0
年

度
を

1
0
0と

す
る

）

（年度）

取扱量

全国野菜

全国果実

神戸野菜

神戸果実

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

110%

120%

130%

140%

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30H31・

R1

R2 R3 R4 R5 R6 R7

割
合

（
20

年
度

を
1
0
0
と

す
る

）

（年度）

取扱高

全国野菜

全国果実

神戸野菜

神戸果実

9



全国－神戸市の比較（水産）

　※神戸の数値は、神戸本場・東部市場の取り扱い合計

　※令和７年度の神戸の数値は速報値

　※２つの表とも、全国の数値は、全国の中央卸売市場の取り扱い合計であり、
　　令和６年度以降の数値は、データが発表されていないため未掲載
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全国－神戸市の比較（花き）

　※令和７年度の神戸の数値は速報値

　※２つの表とも、全国の数値は、全国の中央卸売市場の取り扱い合計であり、
　　令和６年度以降の数値は、データが発表されていないため未掲載
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全国－神戸市の比較（食肉）

　※２つの表とも、全国の数値については全国の中央卸売市場取り扱いの合計

　　なお、令和６年度以降の数値は、データが発表されていないため未掲載

　※令和７年度の神戸の数値は速報値
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神戸市中央卸売市場本場
「 ア ク シ ョ ン プ ラ ン 」 の 進捗状況報告

2 0 2 6 年３ 月６ 日

神戸市経済観光局 中央卸売市場運営本部本場

1

資料２ -１



新た な 本場の目標

『 流通構造の変化に 伴う リ ス ク を チャ ン ス に 変え 、 新た な
販売経路の開拓を 目指し 、 市民の 食を 支え る 拠点市場』

○目標を 達成する た め の 実施項目

（ １ ） 流通機能の さ ら な る 強化

（ ２ ） 品質・ 衛生管理の 徹底

（ ３ ） 市民向け 市場情報の 発信

（ ４ ） S D G s に 関する 取組の 推進

○実施期間

2 0 2 4 年度( 令和６ 年度) か ら 2 0 2 7 年度( 令和９ 年度) ま で の ４ か 年
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新た な 本場の目標
○ア ク シ ョ ン プ ラ ン の 設定

本場の 目標 を 達 成する た め の 実施項 目に 対し て 、 よ り 具体的 に 進め て い く た め の
行動計画と し て ア ク シ ョ ン プ ラ ン を 設定し た 。

ア ク シ ョ ン プ ラ ン と し て 、 各実施項 目( 大項 目) に 具体 的な 内容( 中項目) を ２ ~ ５
つ掲げ 、 さ ら に こ れ に 対 し て 具体的な 実施内 容( 小項 目) を 決 め た 。

○ア ク シ ョ ン プ ラ ン の 実施

P D C A ( P l a n ( 計 画) 、 D o ( 実 行) 、 C h e c k ( 評 価) 、 A c t i o n ( 対 策・ 改善) ) サ イ ク ル

に よ り 進め て い く 。

P l a n ⇒具体的な 実施内 容を 場内事業者と 協議

D o ⇒実 施内容を 進め て い く

C h e c k  ⇒専門部会に て 実 施内 容の 評価

A c t i o n  ⇒評価を 受け て 対 策、 改善し 、 必要に 応じ 実施内容の 見直し を 行う

以降、 各年度上記 を 繰り 返し て い く
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１ ） 2 0 2 4 年問題へ の 対 応

２ ） 神戸空 港国 際化に 向け て

３ ） 活気あ る 市 場へ

４ ） 場内事 業者 の 経営健全化

５ ） 地産地 消の 推進

① 効率的な 場内動線の確保
② 産地と の連携
③ 共同集荷の活用（ 東部市場と の連携）

① 国際化に向け た 動向を 注視し 情報を 共有
② 新規販路の模索、 利便性のア ピ ール

① 仲卸業者の新規参入の促進
② 買出人の新規開拓
③ 産地と の良好な 関係の維持

①外部講師によ る 経営について の勉強会を 開催
② 人材育成（ 後継者問題等）
③ 公認会計士によ る 財務状況の検査及び助言

① 市場、 地元産地の連携強化
② 「 こ う べ旬菜・ B E KOB E農産物」 を 使っ た

魚果菜塾の開催

（ １ ） 流通機能のさ ら な る 強化

新た な 本場のア ク シ ョ ン プラ ン
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１ ） 品質管 理の 徹底

２ ） 衛生管 理の 徹底

① コ ールド チェ ーン 化の検討
② 埋立地への施設新設の推進

① 食品衛生に関する 場内事業者の意識改革
② 施設利用ルールの徹底遵守
③ HACCP の実施検証

（ ２ ） 品質・ 衛生管理の徹底

新た な 本場のア ク シ ョ ン プラ ン

（ ３ ） 市民向け 市場情報の発信

１ ） 市場の P R

２ ） 食育教 室の 開催

① S N S によ る 市民向け の情報発信
② 市場見学会の充実
③ 市場ま つり や魚河岸デーな ど のイ ベン ト によ る 市場開放

① こ べっ こ ラ ン ド と の共催で食育教室を 開催
② 小・ 中学校への出張料理教室
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１ ） 働き が い も 経済成長 も

２ ） 気候変 動に 具体的な 対策を

３ ） エ ネ ル ギ ー を みん な に そ し
て ク リ ーン に

① 労働基準法の遵守、 安心・ 安全な 働け る 職場づく り
② 市場を 活性化し 、 働き がいのあ る 職場を

① B CP のブラ ッ シ ュ ア ッ プ
② 高潮対策
③ 計画的で適切な 施設維持

① 生ご み等の廃棄物削減
② 資源ご みの分別・ 回収の徹底

（ ４ ） S D Gs に関する 取組の推進

新た な 本場のア ク シ ョ ン プラ ン
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令和７ 年度実施状況報告
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今年度の大き な 取組

 ８ 年ぶり と な る 「 市場ま つり 」 の 開催

 青果物に おけ る 集荷促進事業

 埋立地への 施設の 新築工事

 「 中央卸売市場本場に おけ る 秩序保持等に 関する 事務規程」
に よ る 喫煙等の 取締り 強化

 取引健全化に 向け た ハラ ス メ ン ト に 関する 講演会の 実施

 ハロ ーワ ーク 神戸と 連携し た 求職者向け 市場見学会の 実施

 商談会の 実施
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市場ま つり 開催概要

日 時 ： 2 0 2 5 年1 0 月５ 日 ( 日 ) 1 0 時～1 4 時

主 催 ： 神戸中央卸売市場本場運営協議会

市場ま つり 実行委員会

来場数 ： 約3 万人

主な 内容： 生鮮食品販売、 市場グ ルメ コ ーナー、

市場体験コ ーナー、 キ ッ ズ コ ーナー、

ス テ ージ イ ベン ト 、 模擬せり

関連ア ク シ ョ ン プラ ン ： 「 ３ （ １ ） ③ 」
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市場内ま つり 内での取組

 生産者や小売店と の 連携

出店と し て JA や、 漁業協同組合に 参加い た だ き 農水産物の 販売PRを

実施。 ま た 、 JA に おい て は 、 イ ベン ト ス テ ージ で 産地PRも 行っ た 。

神戸小売市場連合会か ら も 参加い た だ き 、 産地、 小売店と 連携し 市場

で 取り 扱わ れる 食材や、 市場の 魅力発信を 行っ た 。

関連ア ク シ ョ ン プラ ン ： 「 １ （ １ ） ②」 「 １ （ ３ ） ③ 」
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市場内ま つり 内での取組

 市場体験 ( 市場PR ) コ ーナーの 設置

市場の 仕事や文化を 体験で き る コ ーナーと し て 、 市場の 仕組み、 役割

や歴史を 紹介する パネ ルを 展示

ま た 、 実際に 市場で 使用さ れて い る 道具や、 車両を 展示し 、 写真撮

影で き る ス ポ ッ ト を 設置

関連ア ク シ ョ ン プラ ン ： 「 ３ （ １ ） ③ 」
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市場内ま つり 内での取組

 デジ タ ルス タ ン プ ラ リ ーの 実施

市場と 取引の あ る 飲食店や、 小売店等を め ぐ る デジ タ ルス タ ン プ

ラ リ ーを 実施し 、 実際に 各店舗で 食事や、 買い 物を し て い た だ く こ と

で 、 市場で 取り 扱わ れる 食材の 美味し さ 、 新鮮さ な ど 市場の 魅力発信

を 行っ た 。

実施期間： 2 0 2 5 年９ 月１ 日 ( 月 ) ～1 0 月2 0 日 ( 月 )

参加店舗： 2 0 店舗

参加者 ： 2 4 6 人

関連ア ク シ ョ ン プラ ン ： 「 ３ （ １ ） ① 」
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市場内ま つり 内での取組

 イ ン ス タ グ ラ ム で の 情報発信

市場ま つり に 関連し た 投稿を 多数行い 、 イ ベン ト PRと 共に 市場に

認知度向上を 図っ た 。

ま た 、 市場ま つり 当日に フ ォ ロ ワ ーア ッ プ 企画を 行い 、 発信力の

強化を 行っ た 。

ま つり 関連し た 投稿 ： 1 8 投稿 5 1 3 , 7 0 0 閲覧

ま つり 当日の フ ォ ロ ワ ー増加数： ＋1 , 1 9 6

（ 2 月1 7 日現在の フ ォ ロ ワ ー： 1 0 , 7 5 8 ）

関連ア ク シ ョ ン プラ ン ： 「 ３ （ １ ） ① 」
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市場内ま つり 内での取組

 そ の他の取組

・ 兵庫運河祭、 兵庫津JA Z Z  LI V Eと の 共同実施し 、 3 つの イ ベン ト

会場を 巡る 仕組みを 作り 、 来場者の 回遊性向上と 地域全体の 活性化

を 図っ た 。

・ 地下鉄山手線三宮駅で の デジ タ ルサ イ ネ ージ 掲出、 ラ ジ オ 番組

出演に よ る PRな ど 、 こ れま で と は 違う 層へ市場の 情報を 発信し た 。

関連ア ク シ ョ ン プラ ン ： 「 ３ （ １ ） ① 」
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青果物におけ る 集荷促進事業

地産地消の 推進と 生産・ 流通・ 消費を 通

し た 域内経済の 好循環に つな げる た め 、

JA 全農兵庫、 市場卸売業者２ 社、 開設者

が 連携し 、 規格の 簡素化、 近隣産地を 回る

定期ト ラ ッ ク 便の 試行運行を 開始

関連ア ク シ ョ ン プラ ン ： 「 １ （ １ ） ②」 「 １ （ ３ ） ③ 」

令和７年７月11日食品市場新聞

15



埋立地への施設の新築工事

埋立地西側で 、 2 0 2 5 年４ 月よ り 新冷蔵庫棟建築を 着工

⇒2 0 2 7 年秋頃完成予定

東側に おい て は、 大規模加工場・ 買荷保管場の 建築予定

⇒現在、 設計中で あ り 2 0 2 6 年度中頃着工予定

関連ア ク シ ョ ン プラ ン ： 「 ２ （ １ ） ②」
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「 中央卸売市場本場におけ る 秩序保持等に関する 事務規程」
によ る 喫煙等の取締り 強化

2 0 2 5 年４ 月に 運営協議会に て 、 秩序保持等に 関する 事務規程を 制定し 、

場内事業者が 一体と な り 違反者の 取締り を 行い 、 指定場所以外で の 喫煙が

減る な ど 、 一定の 効果が 現れて い る 。

引き 続き 、 市場内の 職場環境の 健全化を 図っ て い く 。

【 取締り 実績】

7 5 件( 2 0 2 5 年４ 月～2 0 2 6 年２ 月)

関連ア ク シ ョ ン プラ ン ： 「 ２ （ ２ ） ②」 「 ４ （ １ ） ② 」

月別
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「 中央卸売市場本場におけ る 秩序保持等に関する 事務規程」
によ る 喫煙等の取締り 強化

卸売業者、 仲卸業者に おい て も 、 禁煙パネ ルの 設置や、 買出し 人へ

禁煙に つい て 啓発活動を 行っ て い る 。

関連ア ク シ ョ ン プラ ン ： 「 ２ （ ２ ） ②」 「 ４ （ １ ） ② 」
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取引健全化に向け た ハラ ス メ ン ト に関する 講演会の実施

場内取引の 健全化、 働き やすい 職場環境づく り を 目的と し て 、 外部

講師を 招き ハラ ス メ ン ト 関する 講演会を 実施し た 。

日時： 2 0 2 6 年2 月2 6 日

講師： 厚生労働省 兵庫労働局職員

参加人数： 2 4 人

関連ア ク シ ョ ン プラ ン ： 「 １ （ ４ ） ①」 「 ４ （ １ ） ① 」
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ハロ ーワ ーク 神戸と 連携し た 求職者向け 市場見学会の実施

求職者に 市場を 見て も ら い 、 そ れぞ れの 職業に 直接触れる 機会を 設

け 、 職業選択の 幅を 広げつつ、 市場内の 人手不足問題への 対応に 寄与

し た 。

日時： 2 0 2 6 年２ 月2 0 日 ( 金 )  ９ 時～1 1 時

参加者： 求職者1 4 名 場内事業者５ 社

【 前回実績】

日時： 2 0 2 5 年２ 月2 8 日

参加者： 求職者1 9 名 場内事業者５ 社

就職状況： ３ 名 ( 卸売業者１ 社、 仲卸業者２ 社 )

関連ア ク シ ョ ン プラ ン ： 「 １ （ ４ ） ②」 「 ４ （ １ ） ② 」

20



商談会の実施

市場を 利用し た こ と の な い 飲食店等事業者に 、 仕入先と し て 市場の

認知度を 向上を 図り 、 場内事業者と 交流する 場を 設け る こ と で 、 市場

の 利用し やすさ を ア ピ ールする 。

日時： 2 0 2 6 年３ 月2 7 日

【 前回実績】

日時： 2 0 2 5 年３ 月2 5 日

参加者： 飲食店等事業者1 0 組1 7 名 場内事業者1 1 社

商談成立： ２ 社

関連ア ク シ ョ ン プラ ン ： 「 １ （ ３ ） ②」 「 ４ （ １ ） ② 」
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神戸市中央卸売市場業務運営協議会

令和７年度 東部市場専門部会

［議題１]

経営展望計画（2024-2028）の進捗状況について

資料２

1

資料２ -２



本日の報告及び協議内容

（１） 今年度の取り組み実績の報告

（２） ロードマップ第１期の評価と第２期（案）について

（３） 経営展望プロジェクトチームの報告

2



１．東部市場の特長を活かした戦略的取組の推進

（１）物流面でのアクセスの優位性のＰＲ

（２）コールドチェーンに配慮した加工場・冷蔵庫棟の活用

（３）場内荷捌き及び保管・加工機能の向上の検討

（４）産地との関係性強化による特色ある集荷

（５）部門間及び卸売業者・仲卸業者間の連携促進による

総合力の発揮

２．市場活性化へ向けての取り組み

（１）開かれた市場づくりの更なる推進による賑わいの創出

（２）ＳＮＳなど様々な媒体を活用した情報発信

（３）新たな仲卸業者、売買参加者の参入促進

（１） 経営展望計画（2024-2028）について

3



３．施設の計画的活用の検討
（１）施設の計画的な改修等による市場機能の維持・向上

（２）特設棟、軟弱そ菜棟などの再活用の検討

（３）施設管理、衛生・品質管理体制の確立・運用

４．新たな課題への対応
（１）ドライバー不足（２０２４年問題）への対応

（２）ＤＸ化への対応

（３）神戸空港への国際線就航を踏まえた施策の検討

産地・実需者から選ばれ続ける卸売市場に向けて
＜ 経営展望計画（2024-2028）のビジョン ＞

（１） 経営展望計画（2024-2028）について

4



（１） 今年度の取り組み実績の報告

基本戦略１ 東部市場の特長を活かした戦略的取組の推進

◎ 姫路のイチゴハウス

１シーズン１５０トンの集荷実績

（２０２４年１１月～２０２５年７月）

※目標生産量は年間約１８０トン

↑ 産地のブランド向上に貢献令和６年４月23日神戸新聞

5



基本戦略２ 市場活性化へ向けての取り組み

◎ 東部市場の生鮮食材で産地と甲南大学を

つなぐプロジェクトの継続実施 （年７回実施）

◎ 特別料理教室の実施（企業×青果卸×関連事業所）

（令和７年９月３０日）

◎ フラワーアレンジ教室の継続実施（令和７年10月18日）

（１） 今年度の取り組み実績の報告

6



基本戦略２ 市場活性化へ向けての取り組み

◎ 関連事業所空き施設の募集（令和７年１０月）

◎ ハローワーク市場見学 （令和７年10月23日）

◎ 東部市場フェスタの開催（令和７年11月22日）

◎ 市場見学（小学生や地域の消費者学級等）

（１） 今年度の取り組み実績の報告

7



基本戦略３ 施設の計画的活用の検討

◎ 仲卸売場店舗電気設備工事 （青果側、令和７年７月完成）

◎ クリーン作戦（場内清掃）の継続実施（青果仲卸年４回実施）

◎ 消防訓練 （令和７年１月１９日）

◎ 消防設備更新工事

（現在工事中）

◎ 電気量計更新工事

（現在工事中）

（１） 今年度の取り組み実績の報告

8



基本戦略４ 新たな課題への対応

◎ みなと銀行電子化説明会（令和７年４月２４日）

◎ 定期トラック便の試行運行の開始（令和７年７月）

（JA全農兵庫×市場卸業者２社×神戸市の集荷促進策）

（１） 今年度の取り組み実績の報告

令和７年７月11日食品市場新聞

9



本日の報告及び協議内容

（１） 今年度の取り組み実績の報告

（２） ロードマップ第１期の評価と

第２期（案）について

（３） 経営展望プロジェクトチームの報告

10



（２） ロードマップ第１期の評価と第２期（案）について

◆ 取組評価項目の評価方法について ◆

● 取組実績報告書の提出

たいへん
よくできた

できなかった

無回答は、「対象外・該当しない」ものとみなし、
2025年から表記の対象外とするように見直しました。

11



◆ 取組評価項目の評価方法について ◆

（２） ロードマップ第１期の評価と第２期（案）について

取組が不十分な
状態（薄い色）

取組が十分な
状態（濃い色）

12



【戦略１】東部市場の特長を活かした
戦略的取組の推進

◆ 取組実績報告書の結果 ◆ ４つの戦略

【戦略２】市場活性化へ向けての取り組み

【戦略４】新たな課題への対応【戦略３】施設の計画的活用の検討

（２） ロードマップ第１期の評価と第２期（案）について

第１期前期

13



【戦略１】東部市場の特長を活かした
戦略的取組の推進

◆ 取組実績報告書の結果 ◆ ４つの戦略

【戦略２】市場活性化へ向けての取り組み

【戦略４】新たな課題への対応【戦略３】施設の計画的活用の検討

（２） ロードマップ第１期の評価と第２期（案）について

第１期後期

14



□ 産地との関係構築状況 □ 手荷役作業量・時間の把握

□ 流通動向・実需者状況の把握 □ 小切手等の金融取引の電子化への対応

【第１期の取組評価項目の結果】

◆ 取組実績報告書の結果 ◆ 取組評価項目

 

 

 

（２） ロードマップ第１期の評価と第２期（案）について
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□ 品質管理の徹底（品質管理） □ 消費者向けイベントの継続実施 （イベント）

□ 新たな事業者の参入（新規） □ 低・未利用施設の把握（施設） □ 場内美化の推進（美化）

【第１期の取組評価項目の結果】

◆ 取組実績報告書の結果 ◆ 取組評価項目

  

 

（２） ロードマップ第１期の評価と第２期（案）について
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◎ 第１期の取組評価結果

      
  

（２） ロードマップ第１期の評価と第２期（案）について
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◎ PDCAサイクルの運用

（２） ロードマップ第１期の評価と第２期（案）について

18



◎ ロードマップ第2期（案）

（２） ロードマップ第１期の評価と第２期（案）について

19



本日の報告及び協議内容

（１） 今年度の取り組み実績の報告

（２） ロードマップ第１期の評価と第２期（案）について

（３） 経営展望プロジェクトチームの報告

20



〇 プロジェクトチームの発足

市場全体が一体感を持った取組 を行うことにより，経営展望計
画（2024 2028 ）のビジョンである「産地や実需者から選ばれ続
ける卸売市場に向けて」の実現 に寄与することを目的とし、令
和７年２月７日にプロジェクトチームを発足しました。

【 全体会 】

役割 ： 部会で取組む項目を決定し、

部会構成員の選出および部会活動の進捗確認を行う。

【 部会 】

役割 ： 取組項目について具体的な活動を検討し、

それを実行する。

（2） プロジェクトチームの報告

21



〇 令和７年度の活動テーマ

「SNS等の媒体を活用した情報発信」

〇 部会活動

開催回数：会議室開催５回 その他オンライン協議複数回

部会構成員 ７名

青果卸２名、水産卸１名、花き卸１名

青果仲卸１名、水産仲卸１名、関連事業所１名

〇 Instagramの開設

令和７年8月１日より運用を開始した。

登録用二次元コードを場内に

掲示し、フォロワーの募集を行った。

（2） プロジェクトチームの報告
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神戸市中央卸売市場業務条例の改正について 

 

１．条例改正の理由 

 卸売市場法の改正（令和７年６月改正・令和８年４月施行）に伴い、神戸市中央卸売市場業務

条例を改正（令和８年４月施行）。 

 

２．卸売市場法改正の背景 

原材料価格の高騰など、農業や食品産業の事業環境が急激に変化する中、我が国において

食料を今後も持続的に供給するためには、食料の価格について、消費者の理解を得ながら合理

的な費用を考慮した価格形成を実現することが必要となり、令和７年６月、「食品等の持続的な

供給を実現するための食品等事業者による事業活動の促進及び食品等の取引の適正化に関す

る法律※（食品等持続的供給法）」が改正された。 

 改正では、飲食料品等事業者等に以下の２点の努力義務が課された。 

① 取引の相手方がコスト等を示して取引に関する協議を申し出た場合、誠実に協議に応ず

ること。 

② 取引の相手方が商慣習の見直し等、持続的な供給に資する取り組みを提案した場合、検

討や協力を行うこと。 

また、農林水産大臣が、取引においてコストを認識しにくい飲食料品等を指定し、当該指定飲

食料品等のコスト指標を作成・公表する団体を認定することとなった。 

 

３．卸売市場法改正の内容 

食品等持続的供給法に合わせて卸売市場法が改正され、卸売市場の開設者は、条例に以下

の３点を公表する規定を設けることが義務化された。 

① 指定飲食料品等のうち、当該卸売市場で取り扱う品目 

② ①の品目のコスト指標 

③ 飲食料品等事業者等に課された上記の努力義務 

 

４．条例の改正内容 

 卸売市場法の改正を受け、条例に以下の３点を公表する旨の規定を設ける。 

① 農林水産大臣が指定する飲食料品等のうち本市市場で取り扱う品目 

② ①の品目のコスト指標 

③ 飲食料品等事業者等に課された上記の努力義務 

 

 

※今回の改正で「食品等の流通の合理化及び取引の適正化に関する法律」から名称変更。 

 

報 告 
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（参考１）条例改正前後表 

改正後 改正前 

（開設者による売買取引の結果等の公表） 

第 4 9 条 略 

２ 略 

３ 市長は、食品等の持続的な供給を実現するた

めの食品等事業者による事業活動の促進及び

食品等の取引の適正化に関する法律（平成３

年法律第 5 9 条。以下「食品等持続的供給法」

という。）に係る次に掲げる事項について、イン

ターネットの利用、市場の掲示場への掲示その

他の適切な方法により公表するものとする。 

 ( 1)  市場の取扱品目のうち食品等持続的供給

法第 4 2 条第１項に規定する指定飲食料品

等（市場において取扱予定のないものを除

く。） 

 ( 2 )  前号に基づき公表された指定飲食料品等

に係る食品等持続的供給法第 4 2 条第１項

第１号に規定する指標 

 ( 3 )  食品等持続的供給法第 3 6 条各号に掲

げる措置の内容 

（開設者による売買取引の結果等の公表） 

第 4 9 条 略 

２ 略 
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（参考２）卸売市場法改正前後表 

改正後 改正前 

（中央卸売市場の認定） 

第４条 １～４ 略 

５ 農林水産大臣は、第１項の認定の申請があっ

た場合において、当該申請に係る卸売市場に

ついて次に掲げる要件に適合すると認めると

きは、当該認定をするものとする。 

 一 申請書及び業務規程の内容が、基本方針

に照らし適切であること。 

 二 申請書及び業務規程の内容が、法令に違

反しないこと。 

 三 業務規程に定められている前項第一号に

掲げる事項が、次に掲げる事項を内容とす

るものであること。 

  イ 開設者は、当該卸売市場の業務の運営に

関し、取引参加者に対して、不当に差別的

な取扱いをしないこと。 

  ロ 開設者は、当該卸売市場において取り扱

う生鮮食料品等について、農林水産省令

で定めるところにより、卸売の数量及び価

格その他の農林水産省令で定める事項を

公表すること。 

  ハ 開設者は、農林水産省令で定めるところ

により、次に掲げる事項を公表すること。 

   ( 1)  当該卸売市場において取り扱う食品等

持続的供給法第 4 2 条第１項に規定す

る指定飲食料品等 

   ( 2 )  ( 1) に掲げる指定飲食料品等の食品等

持続的供給法第 4 2 条第１項第１号に

規定する指標 

   ( 3 )  その他食品等持続的供給法第 3 6 条

各号に掲げる措置の実施に資する事項

として農林水産省令で定めるもの 

  ニ 略 

 四～九 略 

６・７ 略 

（中央卸売市場の認定） 

第４条 １～４ 略 

５ 農林水産大臣は、第１項の認定の申請があっ

た場合において、当該申請に係る卸売市場に

ついて次に掲げる要件に適合すると認めるとき

は、当該認定をするものとする。 

 一 申請書及び業務規程の内容が、基本方針

に照らし適切であること。 

 二 申請書及び業務規程の内容が、法令に違

反しないこと。 

 三 業務規程に定められている前項第一号に

掲げる事項が、次に掲げる事項を内容とす

るものであること。 

  イ 開設者は、当該卸売市場の業務の運営に

関し、取引参加者に対して、不当に差別的

な取扱いをしないこと。 

  ロ 開設者は、当該卸売市場において取り扱

う生鮮食料品等について、農林水産省令

で定めるところにより、卸売の数量及び価

格その他の農林水産省令で定める事項を

公表すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ハ 略 

 四～九 略 

６・７ 略 

 


